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斑鳩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果に関する報告書（平成２7年度対象）
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はじめに

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条では、「教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表しなければならない。」と規定されています。
この報告書は、同法の規定に基づき、斑鳩町教育委員会が行った点検・評価の結果をまとめたものです。
斑鳩町教育委員会

教育長　　　　　清　水　建　也
委　員　　　　　高　塚　好　弘
委　員　　　　　川　本　　博
委　員　　　　　應　矢　志図香
　　　　　　　　　　　　　委　員　　　　　冨　井　祐　子
Ⅰ　点検・評価の概要

１．点検・評価の目的

　　　斑鳩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況を点検・評価し、これまで取り組んできた施策等を見直すとともに、効果的な教育行政の推進及び改善・充実に資することを目的としています。

　

２．点検・評価の対象

　次の項目について、平成２７年度の実績に基づき、点検・評価を行いました。　

（１）斑鳩町教育委員会の活動状況

（２）斑鳩町教育委員会が実施する施策及び事業

　３．点検・評価の実施方法

（１）斑鳩町教育委員会の活動状況については、平成２７年度の教育委員会の開催状況及び審議事項等を取りまとめました。

（２）斑鳩町教育委員会が実施する施策及び事業については、本町の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱（以下「大綱」という。）に掲げられた３つの理念「ともに生き心ふれあうまちづくり」、「すこやかにともに生きる福祉のまちづくり」、「文化の香り高く心豊かなまちづくり」の実現に向けて、５つの基本方針、１３の施策目標を評価単位として、それぞれの事業等についての取組状況を取りまとめました。
Ⅱ　斑鳩町教育委員会の活動状況

　　平成２７年度の斑鳩町教育委員会の活動状況を、

　　　１　教育委員会の開催状況

　　　２　教育委員会の研修状況

　　　３　教育委員会の視察状況

　　　４　その他の活動状況　　　　　　にまとめました。

１．教育委員会の開催状況

　　教育委員会の会議は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条及び斑鳩町教育委員会会議規則に基づき、平成２７年度は１２回開催しました。

　　また会議は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２３条及び第２６条並びに教育長に対する事務委任規則に基づき審議しました。
	会　議
	第１回　定例教育委員会
	開催日
	平成２７年４月１６日（木）

	議　案
	・区域外就学について
・斑鳩町文化財活用センター長について

・斑鳩町と奈良学園大学との包括的な連携協力に関する協定（案）について

	報　告
	・総務課所管事業について
・生涯学習課所管事業について


	会　議
	第２回　定例教育委員会
	開催日
	平成２７年５月２８日（木）

	議　案
	・平成２７年度　学校評議員の推薦について
・斑鳩町スポーツ施設条例の一部を改正する条例について

	報　告
	・平成２７年度史跡中宮寺跡整備工事請合契約の締結について
・総務課所管事業について
・生涯学習課所管事業について


	会　議
	第３回　定例教育委員会
	開催日
	平成２７年６月１８日（木）

	議　案
	・斑鳩町立幼稚園保育料及び入園料徴収条例施行規則の一部を改正する規則について（案）
・平成２７年度学校計画訪問について

・斑鳩町立図書館の臨時休開館について

	報　告
	・６月定例会における一般質問について

・奈良県学力・学習状況調査帳票等について
・総務課所管事業について

・生涯学習課所管事業について


	会　議
	第４回　定例教育委員会
	開催日
	平成２７年７月１６日（木）

	議　案
	・斑鳩町教育委員会委員の辞職について
・委員長職務代理者の指定について

・区域外就学について

	報　告
	・平成２７年度運動会・体育大会の出席割当（案）について

・通学路安全点検について
・生涯学習課所管事業について


	会　議
	第５回　定例教育委員会
	開催日
	平成２７年８月６日（木）

	議　案
	・平成２８年度使用中学校教科用図書の採択について
・斑鳩町学習支援事業の実施に関する条例（案）について

・斑鳩町学習支援事業の実施に関する条例施行規則（案）について

・斑鳩町学校給食地産地消促進事業補助金交付要綱（案）について

・斑鳩町立図書館の臨時休開館について（案）

・斑鳩町文化財活用センターの臨時開館及び臨時休館について（案）

	報　告
	・平成２７年度斑鳩町子ども模擬議会について
・生涯学習課所管事業について


	会　議
	第６回　定例教育委員会
	開催日
	平成２７年９月１７日（木）

	議　案
	・委員長の選出について

・委員長職務代理者の指定について

	報　告
	・９月定例会における一般質問について
・全国学力・学習状況調査及び奈良県学力・学習状況調査の結果について

・平成２８年度町立幼稚園児数の見込等について

・中学校の部活動に硬式テニスクラブを求める陳情書について

・生涯学習課所管事業について

	

	会　議
	第７回　定例教育委員会
	開催日
	平成２７年１０月２２日（木）

	議　案
	・教員の指導上の措置について
・斑鳩町教育委員会事務局事務決裁規程の一部を改正する規程について

・斑鳩町教育委員会公印規程の一部を改正する規程について

	報　告
	・総務課所管事業について
・生涯学習課所管事業について


	会　議
	第８回　定例教育委員会
	開催日
	平成２７年１１月１９日（木）

	議　案
	· 斑鳩町学習支援事業の実施に関する条例について（案）
· 斑鳩町学習支援事業の実施に関する条例施行規則について（案）
· 斑鳩町学習支援事業の利用料の減免に関する規則について（案）
· 学校施設の耐震診断結果について
· 平成２７年度一般会計補正予算（案）について
· 斑鳩町スポーツ施設及び斑鳩町立学校体育施設開放の使用許可申請日の変更について

	報　告
	・平成２７年度末及び平成２８年度の主な行事予定について
・生涯学習課所管事業について


	会　議
	第９回　定例教育委員会
	開催日
	平成２７年１２月１０日（木）

	議　案
	・平成２８年度教育委員会所管の主な予算要求について

斑鳩町中央公民館の臨時休館について（案）

	報　告
	・１２月町議会定例会の一般質問について　　　　　　　

・生涯学習課所管事業について


	会　議
	第１０回　定例教育委員会
	開催日
	平成２８年１月１４日（木）

	議　案
	・斑鳩町学習支援事業の利用料の減免について（案）

	報　告
	・学校給食調理・洗浄業務の委託について
・卒業式・入学式等の出席割当について（案）

・平成２８年度臨時職員採用試験出願状況について
・生涯学習課所管事業について


	会　議
	第１１回　定例教育委員会
	開催日
	平成２８年２月４日（木）

	議　案
	・斑鳩町史編さん委員会設置条例（案）について
・特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例（案）について

・斑鳩町スポーツ施設条例の一部を改正する条例（案）について

・斑鳩町立図書館管理運営規則の一部を改正する規則（案）について

・斑鳩町教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則（案）について

・区域外就学について

・斑鳩町立図書館の臨時休開館について（案）
・斑鳩町中央公民館の臨時休館等について（案）

	報　告
	・生涯学習課所管事業について


	会　議
	第１２回　定例教育委員会
	開催日
	平成２８年３月１７日（木）

	議　案
	・教員の指導上の措置について

・区域外就学について

・教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関することについて（案）

・斑鳩町文化財活用センターの臨時休館について（案）

	報　告
	・３月町議会定例会の一般質問について　　　

・生涯学習課所管事業について


２．総合教育会議の開催状況

	会　議
	第１回　総合教育会議
	開催日
	平成２７年５月２８日（木）

	協議事項
	・斑鳩町総合教育会議の概要について

・教育に関する大綱について

・特別な配慮を必要とする子どもたちの支援のあり方について

・幼児期から児童期における就学前教育と学校教育の連携について

・地域とともにある開かれた学校づくりについて


	会　議
	第２回　総合教育会議
	開催日
	平成２７年８月２７日（木）

	協議事項
	・斑鳩町教育に関する大綱（素案）について


	会　議
	第３回　総合教育会議
	開催日
	平成２７年１２月１０日（木）

	協議事項
	・斑鳩町教育に関する大綱（案）について


	会　議
	第４回　総合教育会議
	開催日
	平成２８年２月４日（木）

	協議事項
	・斑鳩町教育に関する大綱（案）について


３．教育委員会の研修状況

	回
	開催日
	内　　　　　容

	１
	5月14日
	奈良県町村教育長会総会（広陵町）

	２
	5月21日～22日
	全国町村教育長会総会（東京都）

	３
	5月28日
	生駒郡地教委連絡協議会　総会（安堵町）

	４
	6月3日
	県市町村教育委員長・教育長会（田原本町）

	５
	8月21日～22日
	奈良県町村教育長会夏期宿泊研修会（葛城市）

	６
	10月13日
	近畿市町村教育委員会研修会（京都市）

	７
	11月12日～13日
	文科省市町村教育委員会研究協議会（奈良市）

	８
	11月26日
	県市町村教育委員研修会（五條市）

	９
	12月1日
	市町村教育長会議（田原本町）


４．その他の活動状況

	
	開催日
	内　　　　　　容

	平成27年
	4月 8日
	入学式　小学校

	
	4月9日
	入学式　中学校

	
	4月10日
	入園式　幼稚園

	
	5月24日
	斑鳩町民体育大会

	
	8月6日
	通学路安全点検（町内全域）

	
	9月26日
	運動会　小学校

	
	10月1日
	体育大会　中学校

	
	10月4日
	運動会　幼稚園

	
	10月15日
	斑鳩東幼稚園・斑鳩東小学校

	
	10月22日
	学校計画訪問　斑鳩中学校・斑鳩南中学校

	
	10月29日
	学校計画訪問　斑鳩幼稚園・斑鳩小学校

	
	11月6日
	学校計画訪問　斑鳩西幼稚園・斑鳩西小学校

	
	11月2日～6日
	斑鳩の里文化芸術祭式典（いかるがホール）

	平成28年
	1月12日
	成人式（いかるがホール）

	
	2月11日
	いかるがの里・法隆寺マラソン、斑鳩三塔健康走ろう会　

	
	3月11日
	卒園式　幼稚園

	
	3月17日
	卒業式　中学校

	
	3月18日
	卒業式　小学校


Ⅲ　施策の点検・評価

　平成２７年度に斑鳩町教育委員会が取り組んだ教育施策を、大綱に掲げる５つの基本方針「Ⅰ 子どもの“生きる力”を育む教育活動を推進します。」、「Ⅱ 子どもが安心して意欲的に学べる質の高い教育環境を提供します。」、「Ⅲ 子ども一人ひとりに応じた支援を充実します。」、「Ⅳ だれもがいつでも学び、健やかで心豊かに活動するまちづくりを推進します。」、「Ⅴ 歴史的・文化的遺産を生かしたまちづくりを推進します。」に区分しました。

　そして、この５つの基本方針における各事業を１３の施策に分類し評価単位として点検・評価を実施しました。点検・評価の実施にあたっては、各施策における本町の現状や課題等、主な事業の取組状況を明らかにするとともに、今後、取り組むべき施策の方向性を示すようにしました。

１　施策の体系

	基本方針
	施策（評価単位）

	Ⅰ 子どもの“生きる力”を育む教育活動を推進します。
	1.豊かな心を育みます。

	
	2.確かな学力を伸ばします。

	
	3.健やかな体を育てます。

	Ⅱ 子どもが安心して意欲的に学べる質の高い教育環境を提供します。
	4.教員の資質・能力を高めます。

	
	5.家庭や地域の教育力を高めます。

	
	6.学校環境を整えます。

	Ⅲ 子ども一人ひとりに応じた支援を充実します。
	7.充実した学校生活になるように支援します。

	
	8.一人ひとりに応じた教育相談の体制を整えます。

	Ⅳ だれもがいつでも学び、健やかで心豊かに活動するまちづくりを推進します。
	9.だれもがいつでも学べる学習機会を充実します。

	
	10.学校や地域とともに学びます。

	
	11.生涯スポーツ社会の実現をめざします。

	Ⅴ 歴史的・文化的遺産を生かしたまちづくりを推進します。
	12.文化財に対する理解を深めます。

	
	13.歴史的・文化的遺産の調査研究、保存、整備活用をすすめます。


２　施策評価
	基本方針
	Ⅰ 子どもの「生きる力」を育む教育活動を推進します。

	施策目標
	１ 豊かな心を育みます。

	取組みの柱
	５ 体験活動の充実

	事務事業
	○中学生太子サミットの開催

○子ども模擬議会の開催

○人権教育の充実（小学校、中学校）
○特別活動の推進（小学校、中学校）

○日本伝統文化の学習

	事業の概要、
現状又は実績等
	○中学生太子サミットの開催

聖徳太子ゆかりの3町（大阪府太子町、兵庫県太子町、奈良県斑鳩町）において、時代を担う中学生が集い、互いに情報交換等を行い、交流を深めた。
　開催日　平成27年11月8日（日）

場　所　大阪府立近つ飛鳥博物館　他
参加者　51人（内中学生26名）

○子ども模擬議会の開催
わが町に愛着を持つ子どもの育成を図り、地域・社会に関心をもつとともに、議会や行政の仕組みを体験できる学習の場として子ども模擬議会を開催した。
開催日  平成27年8月12日（水）

参加者　小学6年生・中学1年生 計 15名

○人権教育の充実（小学校、中学校）

児童生徒の人権問題についての理解と認識を深め、心豊かな人間性を育むため、人権教育を推進した。

○特別活動の推進（小学校、中学校）
児童・生徒一人ひとりが学級活動、児童会・生徒会活動、クラブ・部活動、学校行事に積極的に参加することにより、個々の児童生徒の自主性、自立性、社会性の向上に努めた。

（小学校）

運動会の開催   ・陸上競技大会への参加

　・文化活動  斑鳩小学校　「ヒックとドラゴン２」（1～3年生）映画鑑賞
　　　　　　　　　　　　　「キャプテン」（4～6年生）映画鑑賞

　　　　　　　斑鳩西小学校「日本音楽集団　和楽器演奏」音楽鑑賞　　　

斑鳩東小学校「ｱﾌﾘｶﾝﾐｭｰｼﾞｯｸJYOコンサート」音楽鑑賞
・児童会活動（5～6年生）  飼育、栽培委員会等

・クラブ活動（4～6年生）運動クラブ、文化クラブ等
（中学校）

・体育大会の開催

・文化活動　斑鳩中学校　「杜子春」演劇鑑賞
斑鳩南中学校「Syogyomujo Brothers」ダンスコメディ
・部活動　　斑鳩中学校　 13クラブ　332人

斑鳩南中学校  9クラブ　264人

・校外活動  （宿泊訓練（(国立曽爾少年自然の家)）
○日本伝統文化の学習
斑鳩小学校児童が、校区内の龍田神社付近が発祥とされる金剛流の能の指導を受けることにより、日本の伝統文化を学習するとともに、次代への継承に努めた。能の学習をとおして、地域への愛着や伝統文化への思いを育み、日本人の品性を支えた「礼儀」「あいさつ」「けじめ」を身に付け、日本文化を大切にした国際人の育成を図っている。また学校行事等で学習の成果を発表した。

　・3年生（107人）、能楽クラブ（10人）　年間計30回

　斑鳩西小学校児童が、茶道サークル「和慶会」により、茶道の指導を受けることで日本の伝統文化や礼儀作法を学習することが出来た。

　・4年生（63人）年間計10回

　斑鳩東小学校児童が、和太鼓クラブを通じて地域への愛着や伝統文化への思いを育み、次の世代への伝統文化を継承している。

	点検・評価
	○他の中学校の生徒との交流は貴重な体験であり、各校の生徒が主導となって交流会は充実した活動となった。また、同じ中学生であっても、学校や地域の様子が違うことに気づくことは、学校生活のうえで何らかの新たな発見につながるものであると考えられる。サミットに参加した生徒たちが、それぞれの学校に戻って他の生徒にこの経験をどのように伝えることができたのか、検証し今後に役立てる必要がある。

○豊かな個性や集団における人間関係の構築を図るため、運動会・体育大会や文化祭等学校行事、クラブ活動等に助成を行い、活動内容の充実を図った。

○日本伝統文化の学習は、全国的にも特色のある斑鳩小学校での能楽、斑鳩西小学校での茶道、斑鳩東小学校での和太鼓の実践等、わが国の伝統文化の一端を体験できる取り組みを行った。


	基本方針
	Ⅰ 子どもの「生きる力」を育む教育活動を推進します。

	施策目標
	２ 確かな学力を伸ばします。

	取組みの柱
	１ 基礎的・基本的な知識及び技能の習得
３ 学習意欲の向上

４ 個に応じた指導の充実

	事務事業
	○少人数学級の推進（小学校、中学校）

○外国人英語指導助手の配置

○小中連携教育の実践

○情報教育の推進（小学校、中学校）
○学校図書の整備（小学校、中学校）

	事業の概要

現状又は実績等
	○少人数学級の推進（小学校、中学校）　　
本年度から、小学校第１学年、第２学年は１学級３０人、第３学年以降は１学級３５人を基準として実施した。また、中学校では、全ての学年で１学級３５人を基準として実施した。
　小学校　8人、中学校2人

○学校図書司書の配置（小学校、中学校）
小学校　3校で1人、中学校　2校で1人
○外国人英語指導助手の配置
中学校の英語教育に外国人英語指導助手を派遣し、生徒のヒアリング能力やコミュニケーション能力の育成を図った。また、小学校・幼稚園・保育園・公民館にも派遣し、英語や異文化に対する興味、関心を高め、国際交流に役立てた。

　・中学校　　172回　　　・小学校　　 87回　　　・幼稚園　　 23回

　・公民館　　 20回　　　・保育園　　 12回

○小中連携教育の実践

英会話教育、道徳教育、小中交流事業を柱に小中連携教育の実践を行った。

小学校から中学校への移行期における学習・人間関係等のつまずきを防止し、不登校の減少に努めている。また、郷土を愛する心を育むとともに、「生きる力」を育てている。

継続的に取り組んでいる英会話教育については、幼稚園、小学校低学年から英語に親しめるよう歌やゲームなどを通して、コミュニケーション能力の向上を図っている。中学生においては、世界遺産である法隆寺を英語で案内することでコミュニケーション能力の向上及び歴史学習を深めることができた。

（小中連携教育の3つの柱）

①英語によるコミュニケーション能力の育成をめざした英会話教育の実施

英会話講師の派遣（小学4～6年）　

斑小166時間、西小88時間、東小132時間

②郷土「斑鳩」を尊び、郷土を愛する教育、心を豊かにする道徳教育の推進

③小学校・中学校の児童生徒の計画交流

中学1年生と小学6年生の交流「ようこそ先輩」、体験入学の実施

○情報教育の推進（小学校、中学校）
各教科などの様々な時間にパソコンやインターネットなどを適切に活用することで教育の充実を図るとともに、情報活用の実践力を養い、情報化社会に対応した人材育成に努めた。

コンピュータ教室におけるパソコン設置台数

　小学校　児童1人当たり　　0.5台

中学校　生徒１人当たり　　　1台

○学校図書の整備（小学校、中学校）
学校図書の購入及び環境整備をすすめた。図書購入の拡大により、生きた情報や児童・生徒の興味のある内容の書籍が充実し、学校図書室の機能が向上した。学校においては、授業等で学校図書を利用するとともに、読書活動を積極的にすすめ、読書習慣の定着につながっている。

（小学校）　・年度末蔵書数　斑鳩小学校　　　12,575冊（購入　474冊）

斑鳩西小学校　　10,761冊（購入　636冊）

斑鳩東小学校　　11,831冊（購入　467冊）

・授業で図書室を利用した回数　1,870回　・貸出冊数　39,281冊

・町立図書館資料の学校への貸出　　1,181冊

（中学校）　・年度末蔵書数　斑鳩中学校　　　15,343冊（購入　383冊）

斑鳩南中学校　　13,388冊（購入　359冊）

・授業で図書室を利用した回数　61回　・貸出冊数　　3,217冊
・町立図書館資料の学校への貸出　　479冊

	点検・評価
	○本年度、少人数学級編制の見直しを行った。小学第1学年及び第2学年は小1プロブレムを考慮し1学級30人に据え置いたが、第3学年以降及び中学校の全ての学年において1学級35人で学級編制を行った。このことにより、一人ひとりにきめ細やかな指導を行うとともに、集団における役割等の機能向上を図った。
（30人学級）

平成21年度　小学校第1学年

平成22年度　小学校第2・3学年、中学校第1学年

平成23年度　小学校第4学年

平成24年度　中学校第2学年

平成25年度　小学校第5学年

平成27年度　小学校第1・2学年

　（35人学級）

　平成27年度　小学校第3～5学年、中学校全学年

○平成１６年から小中連携教育に取り組んでいる。英語学習の充実とともに、小学校から英語に親しむ機会をつくり､また中学校で英会話の実践を行うなど、「生きた英語」の習得に取り組んだ。

○学校図書は、学級数に応じて整備すべき蔵書の基準が定められている。中学校全体の蔵書数は基準を満たしているものの、小学校は基準に対し９８．８３％であることから今後も蔵書数の確保に努めるとともに、その内容の充実に努める必要がある。


	基本方針
	Ⅰ 子どもの「生きる力」を育む教育活動を推進します。

	施策目標
	３ 健やかな体を育てます。


	取組みの柱
	１ スポーツの基礎づくり
３ 安全で安心できる食の推進

	事務事業
	○学校給食の充実（小学校、中学校）　
○プールの運営（小学校、中学校）

	事業の概要

現状又は実績等
	○学校給食の充実（小学校、中学校）
各学校の給食室で給食を調理し、児童生徒に栄養バランスのとれた食事を提供した。また、給食をとおして食事の基本的マナーを習得させ、豊かな人間関係の育成を図った。

・給食室の衛生管理及び運営
給食室の適正な衛生管理及び運営を図った。
・学校給食調理・洗浄業務委託料
　　斑鳩西小学校　給食日数　　180日　　平均食数　370食／日

　　斑鳩東小学校　給食日数　　181日　　平均食数　489食／日

斑鳩中学校　　給食日数　　165日　　平均食数　387食／日

　　　斑鳩南中学校　給食日数　　165日　　平均食数　308食／日

・給食費の助成

給食にかかる保護者負担の軽減を図るため、給食費の一部について助成を行った。（1食あたり16.26円）
○臨時栄養士の配置（小学校、中学校）

　県費栄養士の配置対象とならない学校に町費臨時栄養士を配置した。

　小学校、1名　中学校　2名

○プールの運営（小学校、中学校）
水質及び浄化消毒設備の管理を行い、児童生徒が安全で安心できるプール運営を行った。

	点検・評価
	○学校給食については、各学校で調理等を行う「自校方式」により、引き続き、安全安心で、美味しい給食の提供を行った。また、学校給食の調理・洗浄業務は、平成１９年度から斑鳩南中学校、平成２０年度から斑鳩西小学校、斑鳩東小学校、斑鳩中学校で業者委託を実施している。また、平成２８年度から新たに斑鳩小学校で業者委託を開始する。

平成２７年度末にて調理洗浄業務の委託期間が終了することと、斑鳩小学校の業者委託を開始するにあたり、平成２８～３０年度の業者委託について入札を実施し、契約を締結した。

　斑鳩小学校　　　㈱シンエイフード　　45,111,600円

　斑鳩西小学校　　名阪食品㈱　　　　　35,486,640円

　斑鳩東小学校　　阪神給食㈱　　　　　42,087,600円

　斑鳩中学校　　　㈱シンエイフード　　38,923,200円

　　斑鳩南中学校　　㈱シンエイフード　　31,428,000円


	基本方針
	Ⅱ 子どもが安心して意欲的に学べる質の高い教育環境を提供します。

	施策目標
	４ 教員の資質・能力を高めます。

	取組みの柱
	１ 授業力の向上

	事務事業
	○教育講演会の開催

○教職員研修の実施（小学校、中学校、幼稚園）

	事業の概要

現状又は実績等
	○教育講演会の開催
斑鳩の教育理念を実践できる子どもたちの育成に向けて、学校教職員としていかに把握し、どのように教育に専心すべきであるかを研修し、教職員としての資質向上を図り、有効な指導方法等のあり方について学んだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

演題「世界文化遺産 法隆寺について」平田政彦氏
平成27年8月25日（火）実施

参加者は２１０人中１３１人　６２.３％（前年度６５.７％）
○教職員研修の実施（小学校、中学校、幼稚園）
教職員の資質向上のため、研修を実施し、生徒指導、授業研究、特別支援教育を重点に全体研修、各教科別研修等により、実践的指導力の養成を図った。

区　分

小学校

中学校

幼稚園

校長研修
40回
46回
－

教頭研修
35回
30回
－

園長・主任研修

－
－
26回

特別支援教育研修
65回
27回
38回

人権教育研修
182回
78回
28回

各教科等研修
179回
96回
－

郡教育研究会研修
176回
81回
36回

校（園）内研修
56回
18回
23回

各種研究会研修

－

－

13回



	点検・評価
	○研修はカテゴリー別に行われ、それぞれに今後の成果に生かすことができるよう努めたところである。ただし、学校行事等教職員の業務が増加するなか、研修に費やす時間の確保が年々難しくなっていることから、効率のよい研修のあり方を考える必要があると考えられる。


	基本方針
	Ⅱ 子どもが安心して意欲的に学べる質の高い教育環境を提供します。

	施策目標
	５ 家庭や地域の教育力を高めます。

	取組みの柱
	３ 経済的支援による教育機会の確保

	事務事業
	○私立幼稚園就園の奨励
○私立幼稚園への支援

○要保護・準要保護児童生徒就学援助

	事業の概要

現状又は実績等
	○私立幼稚園就園の奨励

私立幼稚園に通園する町内在住の保護者に対し、経済的負担を軽減するため保育料の一部について助成を行った。

　　助成件数　201件　　助成額　14,067,000円

○私立幼稚園への支援

私立学校の振興を図るため、法隆寺幼稚園に対して助成金を交付した。

　　交付額　　　300,000円

○要保護・準要保護児童・生徒就学援助

　経済的理由によって就学困難と認められる児童生徒の保護者に対して学用品費・給食費等の援助を行った。このことにより、児童生徒及びその保護者が必要な学用品を準備することができるとともに、安心して学校教育活動に参加することができた。

（小学校）

　　学用品費　　　　　　　165件　　2,327,738円

　　校外活動費（宿泊）　　　6件　　　 11,010円

新入学児童学用品費　　 25件　　  501,515円

　　修学旅行費　　　　　　 36件　　　933,391円

医療費　　　　　　　　 15件　     71,230円

給食費　　　　　　　　165件　　7,157,444円

ＰＴＡ会費　　　　　　118件　　　342,800円

（中学校）

　　学用品費　　　　　　   87件　　2,106,942円

　　校外活動費（宿泊）　　 25件　　 　55,752円

新入学児童学用品費　　 25件　　  565,200円

　　修学旅行費　　　　　　 33件　　2,090,346円

医療費　　　　　　　　  0件　        　0円

給食費　　　　　　　   87件　　3,845,072円

ＰＴＡ会費　　　　　 　80件　　　231,850円

クラブ活動費　　　　 　71件　　1,995,533円

生徒会費　　　　　　   87件　　　231,850円

	点検・評価
	○就学等に係る保護者への相談助言や学用品費等への経済的支援を行った。安心して教育を受けることができる環境の整備に努める。
○この事業は、低所得世帯に対し、学用品費、修学旅行費、医療費等を助成することで、当該世帯の経済的負担を軽減し、児童生徒が円滑に就学できるよう支援するものである。近年では、この事業の適用を受ける世帯は概ね横ばいで推移している。また、町の事業として実施している準要保護世帯への援助は、要保護と同様の水準としており、当面これを継続させることが妥当と考えられる。


	基本方針
	Ⅱ 子どもが安心して意欲的に学べる質の高い教育環境を提供します。

	施策目標
	６ 学校環境を整えます。

	取組みの柱
	１ 施設整備の充実

	事務事業
	○学校施設等の維持管理（小学校、中学校、幼稚園）

○渡り廊下等の耐震診断（斑鳩小学校・斑鳩西小学校・斑鳩中学校）
○公共下水道への接続（斑鳩南中学校）

	事業の概要

現状又は実績等
	○学校施設等の維持管理（小学校、中学校、幼稚園）
学校施設及び設備機器等の修繕等を行い、施設の維持管理及び教育環境の改善を図った。
小学校　6,159千円
中学校　3,841千円
幼稚園　1,341千円
○渡り廊下等の耐震診断
地震による生徒の安全確保をより一層図るため、斑鳩小学校、斑鳩西小学校及び斑鳩中学校の渡り廊下等の耐震診断を実施した。
渡り廊下耐震診断業務（斑鳩小学校）　　 3,402千円

渡り廊下耐震診断業務（斑鳩西小学校）　 1,318千円

渡り廊下耐震診断業務（斑鳩中学校）　   　659千円

○公共下水道への接続

　汚水排水の公共下水道への接続及び既存浄化槽の解体工事を実施した。
斑鳩南中学校公共下水道接続等工事 　　　7,193千円

	点検・評価
	○耐震改修促進法の平成25年11月25日改正により、耐震診断の実施と結果の報告が義務付けられ、平成27年度では、渡り廊下等についても診断を実施の上、判定委員会に報告した。今後、耐震診断の結果により、補強を要する箇所については、補強計画・実施設計の契約（着手）を行っていく。


	基本方針
	Ⅲ 子ども一人ひとりに応じた支援を充実します。

	施策目標
	７ 充実した学校生活になるように支援します。

	取組みの柱
	１ 特別支援教育体制の充実

	事務事業
	○ことばの教室の運営

○特別支援教育の充実（小学校、中学校）

	事業の概要

現状又は実績等
	○ことばの教室の運営

「ことばの教室（平群町）」において、言語の発達に障害のある子どもの個々の成長を図った。

・通級者　6人
○特別支援臨時講師の配置

　支援を要する児童、園児の教育の充実を図るため臨時講師を配置した。

　小学校　各校1名、幼稚園　各園3名

○特別支援教育の充実（小学校、中学校）
特別支援学級入級の児童生徒の保護者の経済的な負担を軽減するため学用品費・給食費等の援助を行い、その充実を図った。

援助実施状況
小学校
中学校
費　用　目
児童数
金　額
生徒数
金　額
学用品費
33人
191,886円
23人
233,654円
校外活動費(宿泊)

2人
1,834円
7人
7,757円
新入学児童生徒学用品費
5人
50,975円
8人
88,050円
修学旅行費
6人
62,640円
5人
140,925円
学校給食費
33人
753,379円
23人
560,247円


	点検・評価
	○特別支援教育については、町費講師を配置することにより、支援学級における学習の充実に努めたほか、就学等に係る保護者への相談助言や学用品費等への経済的支援を行った。


	基本方針
	Ⅲ 子ども一人ひとりに応じた支援を充実します。

	施策目標
	８ 一人ひとりに応じた教育相談の体制を整えます。

	取組みの柱
	１ 教育相談体制の強化

	事務事業
	○スクールカウンセラーの配置
○心の教室相談員の配置

○就学事務及び就学指導・相談の充実

	事業の概要

現状又は実績等
	○スクールカウンセラーの配置

いじめや不登校、非行の問題や児童生徒の心の問題に適切に対処するため、県事業としてスクールカウンセラーを配置した。（奈良県からの派遣）

相談件数　　　203件

　　　（内訳）児童・生徒　　　46件

　　　　　　　保護者　　　　　77件

　　　　　　　生徒と保護者　　68件

教員　　　  　　 9件

その他　　　　　 3件　

○心の教室相談員の配置

生徒の心の悩みや不安、ストレスの解消を図るため、心の教室相談員を中学校に配置した。

　相談件数　　83件
○就学事務及び就学指導・相談の充実

就学にかかる事務を行うとともに、特別な支援を必要とする幼児・児童生徒について就学指導委員会や就学予定児教育相談により、相談の充実と適正な就学指導に努めた。
就学（園）児数（カッコ内は健康診断実施数）

小学校　　273人（258人）　　　中学校　　　229人

幼稚園　　 84人（83人）

就学指導委員会

委員会　　　15回（全体会3回、専門部会12回）

指導対象児　75人

　　　　（内訳）小学校入学予定児　　　23人

小学校在校児童　　　　40人

中学校入学予定児　　　11人

中学校在校生徒　　　　 1人

就学予定児教育相談　6人（平成27年7月31日実施）

	点検・評価
	○不登校やいじめ等児童・生徒に関する問題への対応に、臨床心理に関する専門的な知識・経験を有するスクールカウンセラーが当たり、児童生徒や保護者、教職員の悩みや問題の解決に取り組んだ。問題を抱える児童生徒は、年々増加する傾向にあることから、引き続き派遣の充実を県に要望していきたい。

○就学等に係る保護者への相談助言や安心して教育を受けることができる環境の整備に努める必要がある。


	基本方針
	Ⅳ だれもがいつでも学び、健やかで心豊かに活動するまちづくりを推進します。

	施策目標
	９ だれもがいつでも学べる学習機会を充実します。

	取組みの柱
	１ 学ぶ機会の提供

	事務事業
	○公民館教室の充実

○生涯学習講座の開催

○家庭教育学級の開催

○ホリディ学園の開催

○斑鳩の里文化芸術祭の開催

○公民館まつりの開催

○聖徳太子歴史資料室の充実

○ブックスタートの実施
○人権セミナーの開催
○平和展の開催

	事業の概要

現状又は実績等
	○公民館教室の充実
生きがいづくりや知識・技術の習得を図るための生涯学習の機会づくりとして、各公民館において教室を開催した。

　・中央公民館　教室数　　 13

（初級英語、手芸、木目込人形、暮らしを彩る折り紙

　陶芸、初級デジタル写真、歌、はじめてのオカリナ、

おうちでつくるパンとケーキ、男性料理

　子ども陶芸、子どもクッキング、子どもマジック）

　受講者数　171人
　・東公民館　　教室数　    1（健康ストレッチ）
　　　　　　　　受講者数　 11人
・西公民館　　教室数　    2（たのしい絵手紙、歌に合わせて健康体操）
受講者数　 29人
○生涯学習講座の開催
　多様化する住民の学習ニーズに対応し、誰もが気軽に参加でき、また、生きがいづくりにもなるよう生涯学習講座を実施した。

・中央公民館　教室数　　 10（生活・経済、文学、歴史）

　受講者数　238人
○家庭教育学級の開催
家庭教育の重要性を啓発するため、家庭教育学級を開催した。

・参加者数　　208人

○家庭教育講演会の開催
　家族の週間に合わせ、家庭そして家庭を取り巻く地域の役割や大切さ、そして

家庭教育の重要性について理解を深めていただくため教育講演会を開催した。

　・参加者数　　103人

○ホリディ学園の開催
日常生活において、学校や家庭では体験しにくい自然や社会の中での体験を通じて自己の知識を広め、集団生活の大切さや各自の役割を学び社会性を育み自分を育てることを目的としてホリディ学園を開催した。

・参加者数　　30人

○斑鳩の里文化芸術祭の開催
各種芸術・文化の発展と意識の向上を図るため、斑鳩の里文化芸術祭を開催した。

　期　間　　平成27年11月3日（火・祝）～11月7日（土）

会　場　　いかるがホール

内　容　　オープニングセレモニー、式典、記念シンポジウム、

美術展覧会作品展示（169点）、菊花展、茶会等

入場者　　延べ1,900人

○公民館まつりの開催
学習成果の発表及び住民交流の機会として公民館まつりを開催した。

　期　間　　平成28年3月13日（日）、18日（金）～　20日（日）
会　場　　斑鳩町中央公民館
　内　容　　作品展示数　　471点

　　　　　　教室生・自主グループ生による演劇発表等　30グループ
バザー 6グループ
囲碁大会　23名　将棋大会　14名
人形劇　80名
○聖徳太子歴史資料室の充実

聖徳太子歴史資料室の周知と利用者の拡大を図るため、引き続き講座を開催するとともに、資料の充実を図るため、聖徳太子・斑鳩に関する資料の収集に努めた。

また、斑鳩の記憶アーカイブ（保存記録）化事業では、これまでワークショップで収集した古写真とコメントをデータベース化し、正式公開した。

・講座「富雄川流域の歴史と文化」　参加者数　76人

・斑鳩の記憶データベース　訪問者数　10,340名　公開データ　300点

・斑鳩の記憶アーカイブ化ワークショップ（全1回）

「なつかしの斑鳩小学校」参加者数　13名　収集古写真　208枚

・年間来室者数3,696人

○ブックスタートの実施
町内在住の1歳未満の赤ちゃんと保護者を対象に、赤ちゃんへの絵本の読みき

かせについて説明し、絵本を提供した。平成27年度より、1歳6ヶ月検診時にブックスタート絵本の後日配布を実施した。

・ブックスタート（全8回）
・ブックスタート絵本の後日配布（全6回）
のべ参加者数　100組201名

○人権セミナーの開催
住民一人ひとりの人権が尊重され､潤いのある豊かなまちの実現をめざすため、人権教育研修会を開催した。

・開催数　6回　　　・参加者数　864人

○平和展の開催

住民一人ひとりが平和の尊さを改めて考える機会として、平和展を開催した。

　期　間　　平成27年8月1日～8月31日

会　場　　斑鳩町立図書館

　内　容　　平和をテーマに図書資料展示「戦争と平和」を開催

	点検・評価
	○公民館は地域住民にとって最も身近な学習拠点というだけでなく、交流の場と

して重要な役割を担っている施設であり、住民の学習ニーズに応じた学習機会の提供に努めていく。

○今後は、子どもや若者、働き盛りの世代も含めて、地域住民全体が気軽に集える、人間力の向上などを中心としたコミュニティー（地域社会）のためのサービスを総合的に提供する拠点としての役割が期待されてきていることから、その役割を担えるような施設として努めていく。

○子育て中の親が集まり、家庭生活の上で家庭教育について学習を行い、子育ての力を育み、家庭教育の質的向上を目指して家庭教育学級を開催した。参加者からは、家庭教育の重要性について理解をいただくとともに、同じ悩みを持つ親同士の交流も行われ、心のリフレッシュも行われたものと考える。

○家庭教育の重要性の周知と地域力の醸成を図るため、１１月の家庭教育週間にあわせ家庭教育講演会を開催し、子育て中の親だけではなく、一般の多くの方に参加いただいた。その家庭だけの問題ではなく、地域として取り組んでいかなければならないということの認識していただけたと考える。

○子ども達に「生きる力」を育むためには、自然や社会の現実に触れる実際の体験が必要であるという中央教育審議会の答申もある中、野外活動（キャンプ）、社会見学、調理実習などの体験学習を中心に実施することで、自立心などを育む契機の一助となったものと考える。

○集団行動や異年代との活動により、規範意識の高揚も図れたものと考える。

○町民の美術・文化の発展と意識の向上を図るとともに、芸術・文化にふれる機会づくりとして、今後も継続実施する。

○各年代層に芸術・文化にふれる機会をつくり、多くの方に参加していただくために実施内容の充実を図っていく必要がある。

○斑鳩の記憶アーカイブ化事業については、周知をすすめ、写真の収録点数を増やしていくなど、長期的な取り組みが必要である。

○聖徳太子歴史資料室では、自館の資料収集だけでなく、インターネットを利用し、外部の資料データベース等へ自由にアクセスできる環境を整備する必要がある。

○ブックスタート事業では、ブックスタート絵本の後日配布を実施した結果、絵本配布率が上昇していることから、今後も継続して実施する。

○人権意識の高揚を図るとともに、人権問題への理解を深めるため、年間６回の人権セミナーの開催（平成２７年度は、いのちの重さを考えるテーマとした）などの人権教育をすすめており、引き続き人権に対する関心が高めていく。

○今後も引き続き、児童虐待やドメスティク・バイオレンスなど、子どもや女性、高齢者、障害のある人、外国人などに対する人権侵害といったあらゆる人権に関するテーマを取り上げた人権教育セミナーの開催や相談体制の充実についても推進し、人権擁護に努める。

○非核平和を進めるとともに、真の平和を考えていただく機会として、毎年図書館において、展示コーナーでの平和に関する図書資料を展示し、来館者に見ていただき、一定の成果を上げていると考えている。

○今後も引き続き、その実現に向けた住民への啓発活動を行い、平和の尊さを訴えていく。

	取組みの柱
	２ 学習環境の整備

	事務事業
	○中央公民館の充実　

○公民館の運営

○図書館サービスの充実　　
○町立図書館蔵書の充実

	事業の概要

現状又は実績等
	○中央公民館の充実
生涯学習の拠点である中央公民館施設の老朽化を改善するため、中央公民館エレベータ更新工事を実施した。

○公民館の運営
生涯学習の振興を図るため、身近な生涯学習の場として、各公民館の運営を行った。

中央公民館
利用回数
4,406回
利用者
79,569人
東公民館
利用回数
1,647回

利用者
15,424人

西公民館
利用回数
1,033回

利用者
9,560人

○図書館サービスの充実
子どもから高齢者、障がい者など誰もが気軽に図書館を利用し、本に親しめるよう大きな活字の本や大型絵本の導入など蔵書の充実を図った。また、老朽化していた児童フロアのソファ及びカーペット張り替え修繕を実施し、閲覧環境の充実を図った。

・大活字本等の年度末蔵書数

大型絵本　88冊　　　　　大活字本　547冊
・図書活動の状況

えほんのひろばの開催　217人　　　　

絵本講座の開催　　　　 35人

もらってくださいリユースブックスの開催　

参加者438人　出品数3,058冊

○町立図書館蔵書の充実
住民のニーズにあった図書の提供ができるよう町立図書館の蔵書を充実した。

年度末蔵書数
購入
寄贈
移管
廃棄
一般書
127,557冊
3,010
487
43
1,487
児童書
39,313冊
1,529
49
0
588
合計
166,870冊
4,539
536
43
3,075
雑誌(タイトル数)
148誌
-
-
-
-
視聴覚資料
2,020件
20
1
0
5
　　　移管は、町立図書館から公民館図書室へ。
・図書館の利用状況  

　　　来館人数　　　188,007人

利用人数　　　個人　84,940人　　 団体624人

　　　貸出冊数　　　個人　322,904冊　　団体　9,345冊　　他館　743冊

　・図書室蔵書の状況

　　　中央公民館　19,946冊　　東公民館　7,248冊　　西公民館　9,497冊

　・図書室の利用状況

中央公民館　　利用人数　4,879人　　貸出冊数　14,526冊
東公民館　　　利用人数　2,965人　　貸出冊数　 8,562冊
西公民館　　　利用人数　5,719人　　貸出冊数　16,822冊

	点検・評価
	○中央公民館・東公民館・西公民館においては、生涯学習の場として自主グループなどの団体や公民館教室受講生などが定期的に利用しているところである。

○公民館は身近な日常生活圏内における社会教育活動の中心であり、すべての世代に開かれた総合的な社会教育施設であることから、単なる貸し館だけではなく、住民の日常生活に直接的かつ総合的に働きかけを行うとともに、その反応や学習成果をもとに地域づくりへの意欲と実践化を促すよう「集い・学び・結び」の３原則の役割を更に進めていくべきものと考える。

○住民ニーズにあった図書の提供ができるよう蔵書の充実をはかりながら、町立図書館から東公民館図書室へ図書を移管し、資料の新鮮化に努めた。引き続き、東公民館図書室の蔵書更新を行うとともに、西公民館図書室の蔵書更新にも着手すべきと考える。

○『斑鳩町子ども読書活動推進計画2010』の成果と継続中の課題をまとめた『斑鳩町子ども読書活動推進計画2015』を策定した。今後はこの計画にもとづき、校・園・ボランティアなどとの連携・協力・協働による図書館活動の活性化を図る。また、経験豊かな読書ボランティアが減少してきていることから、若手ボランティアの育成を図っていく必要がある。

○引き続き、地域交流の場として誰もが気軽に図書館を利用していただけるよう、様々な分野の資料及び、課題解決や調査研究に役立つ資料の充実、計画的な施設・設備の更新に努める。


	基本方針
	Ⅳ だれもがいつでも学び、健やかで心豊かに活動するまちづくりを推進します。

	施策目標
	11生涯スポーツ社会の実現をめざします。

	取組みの柱
	１ 体力・健康づくりスポーツの推進

２ スポーツに親しむ環境の整備

	事務事業
	○町民体育大会の開催

○マラソン大会の開催
○学校体育施設の開放

○健民運動場の充実
○町民プールの充実　

○すこやか斑鳩・スポーツセンターの充実
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	○町民プールの充実
生涯スポーツの振興を図るため、町内唯一の水に親しめる施設である町民プールの維持管理を実施した。

・利用者数　7,036人
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	点検・評価
	○町民体育大会は、悪天候が予想されたため中止となった。自治会役員の負担軽減、子どもから高齢者まで誰もが参加しやすい競技内容や防災に関する競技を実施することで、今後も一人でも多くの方に参加してもらえるような大会運営に努めていく。

○マラソン大会は、古都斑鳩を走ることができる機会としても、全国的に大変人気がある。三塔健康走ろう会については、より充実した大会とするため有料化を実施した。マラソンについても県内県外から引き続き多くの方に参加いただいている。本大会は、斑鳩町を全国に発信していく最大のチャンスとしても当町にとって重要な事業であり、今後も、ランナーの安全第一を考え、来てよかった、また来たいと思っていただける大会運営に努めていく。

○スポーツ施設として、すこやか斑鳩スポーツセンターの他、健民運動場、町民プール等があり、多くの町民に利用していただいており、今後も、引き続き施設・設備の充実に努める。


	基本方針
	Ⅳ だれもがいつでも学び、健やかで心豊かに活動するまちづくりを推進します。

	施策目標
	10 学校や地域とともに学びます。

	取組みの柱
	１ 学校･地域との連携

	事務事業
	○学校・地域連携教育支援活動の推進

	事業の概要

現状又は実績等
	○放課後子ども教室
放課後における地域の子どもたちの安全・安心な活動拠点（居場所）の確保などを目的に、各種団体等の協力のもと放課後子ども教室を各小学校において実施した。

　参加者　307名

　　　　(内訳)　斑鳩小学校 　 116名

　　　　　　　　斑鳩西小学校　 68名

　　　　　　　　斑鳩東小学校　123名

○学校支援地域本部事業
地域全体で学校教育を支援するとともに、地域力の醸成を図るため、学校と地域との連携を図り、学校支援地域本部事業を実施した。

　主な活動内容：登下校の見守り、図書整備・修理、ガーデニング、安全マッ

　　　　　　　　プ作製協力、学習支援（体育・生活・家庭科等）、支援ボラン

ティアと職員の協働によるトイレ清掃等

	点検・評価
	○放課後子ども教室については、子どもたちの安全対策が必要となってきているため、協力団体の拡大など運営体制を充実させていく必要がある。

○学校支援地域本部事業については、ボランティアの充実と学校側のニーズを調

整するためのコーディネーターの育成が今後ますます重要となってくるものと考える。


	基本方針
	Ⅳ だれもがいつでも学び、健やかで心豊かに活動するまちづくりを推進します。

	施策目標
	10 学校や地域とともに学びます。

	取組みの柱
	２ 学びを活かす機会の創出

	事務事業
	○成人式の開催

	事業の概要

現状又は実績等
	○成人式の開催
成人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青少年を祝い励ますため成人式を開催した。

　開催日　　平成28年1月11日（祝・月）
会場　　　いかるがホール　大ホール
　記念行事　新成人代表による「20歳（はたち）の主張」

和太鼓いかるが、恩師からのビデオレター、記念写真撮影
対象者　　277名（男子  142名　女子　135名）
参加者　　236名（男子　118名　女子　118名）

	点検・評価
	○定例的行事であり、毎年対象者の８０％以上の参加率を得ながら開催しているところである。

○成人式について、継続して実施していくが、現状として行政主導で式典を開催しているところであり、さらなる内容の充実を図るために、本年度も参加者に対しアンケートを実施した。

○成人式運営の一部（受付）について、成人者のボランティアを募集し、協働による運営に向け取り組みを行った。今後、成人者自らが企画段階より加わるような形での開催について検討をしていく。


	基本方針
	Ⅴ 歴史的・文化的遺産を生かしたまちづくりを推進します。

	施策目標
	13 歴史的・文化的遺産の調査研究、保存、整備活用をすすめます。

	取組みの柱
	１ 町内文化財の調査・研究の推進

	事務事業
	○町内遺跡の発掘調査

○公共事業に伴う発掘調査

○開発に伴う発掘調査

○町指定文化財候補の調査

○奈良大学との連携協定に基づく文化財調査

	事業の概要

現状又は実績等
	○町内遺跡の発掘調査・保存

　町内に所在する埋蔵文化財が適切に保存されるように発掘調査を実施するとともに、過去に実施した国庫補助による発掘調査の成果をとりまとめた。

　・発掘調査－発掘調査は生じなかった。
　・調査報告書作成－『斑鳩町内遺跡発掘調査概報（平成24～26年度）』を

刊行した。

○公共事業に伴う発掘調査

　町道建設に伴い中宮寺跡周辺遺跡内における発掘調査等を2件実施した。
○開発に伴う発掘調査

　開発に伴い遺物散布地（7D-162）内における発掘調査を1件実施した。
○町指定文化財候補の調査

　町内の歴史遺産を将来にわたり適切に保存することを目的に、町指定文化財の候補となりうる文化財の基礎調査として、五百井地区の大方家の文書等の歴史資料の調査を実施するとともに、春日古墳については、「春日古墳調査検討委員会」を２回開催し、今後の調査方法について検討した。

○奈良大学との連携協定に基づく文化財調査

　官学連携協定を締結している奈良大学の協力を得て、斑鳩大塚古墳の範囲確認のための発掘調査や寺山古墳群の測量調査を実施した。

	点検・評価
	○文化財行政は、先人が残した貴重な歴史遺産を扱う仕事であり、重要かつ必要な業務である。

○文化財が適正に保存されるよう今後も引き続き調査を実施する。


	基本方針
	Ⅴ 歴史的・文化的遺産を生かしたまちづくりを推進します。

	施策目標
	13 歴史的・文化的遺産の調査研究、保存、整備活用をすすめます。

	取組みの柱
	２ 文化財の保全・活用の推進

	事務事業
	○出土遺物の保存・整理
○史跡藤ノ木古墳の公開

○小田原市との文化交流事業の開催
○文化財活用センターの運営

○文化財活用センター運営委員会の運営

	事業の概要

現状又は実績等
	○出土遺物の保存・整理

　発掘調査報告書作成に向けて、過去に発掘調査を実施した駒塚古墳における出土遺物の整理作業を実施した。また、遺物箱への収納などの整理作業を実施した。
実測用遺物の抽出（50箱）

○史跡藤ノ木古墳の公開　
史跡藤ノ木古墳石室特別公開を春季と秋季に開催した。

①　春季石室特別公開（2日間）

平成27年5月4日、5日　　見学者数　2,687名

②　秋季石室特別公開（2日間）

平成27年10月31日、11月1日 　見学者数　1,745名

○小田原市との文化交流事業の開催

　平成24年2月に小田原市と締結した「法隆寺ゆかりの都市文化交流協定」に

基づき、小田原で行われたたシンポジウムへの参加や、小田原市民が、斑鳩町の歴史や文化を訪ねる斑鳩ツアーを実施した。

法隆寺ゆかりの都市文化交流シンポジウム
　　　開催日　平成28年1月23日（土）

場　所　小田原市生涯学習センター　けやきホール

小田原市による斑鳩ツアー

　　　実施日　平成28年3月19日（土）

参加者　19名

○文化財活用センターの運営　
斑鳩町に所在する文化財の重要性を再認識するため、斑鳩文化財センターにおいて斑鳩の歴史・文化に関連した展示会を開催して情報発信に努めた。
・文化財活用センターの年間利用者数　12,458人

・文化財図書の刊行

『藤ノ木古墳と大和の横穴式石室』展示図録（500部）

　『斑鳩文化財センター年報　第5号（平成26年度）』（500部）

・展示会の開催

　春季企画展「法隆寺式軒瓦の登場　–７世紀後半頃の斑鳩の寺々の様相-」（1,418人）

　秋季特別展「藤ノ木古墳と大和の横穴式石室

 –出土品との比較から見えるもの-」

（3,054人）

速報展「斑鳩の文化財展　–平成26年度実施の調査成果展-」（395人）

・こども考古学教室の開催

　こども勾玉づくり教室　平成27年7月26日（32人）

こども鏡づくり教室　　平成27年8月1日（20人）

こども１日学芸員体験　平成27年8月21日（6人）

・斑鳩考古学講座の開催

勾玉づくり講座　　　　平成27年7月26日（5人）

出土遺物整理作業体験　平成27年9月20日（3名）

文化財めぐり　　　　　平成27年12月6日（11人）

○文化財活用センター運営委員会の運営

　文化財活用センターにおける展示会の開催等の事業に対して、各専門分野からの指導を得ることを目的とした運営委員会を2回開催した。

第１回　文化財活用センター運営委員会　平成27年6月15日（月）

第２回　文化財活用センター運営委員会　平成27年11月11日（水）

	点検・評価
	○文化財行政は、先人が残した貴重な歴史遺産を扱う仕事であり、重要かつ必要な業務である。

○文化財が適正に保存されるよう今後も引き続き調査を実施する。

○斑鳩町の歴史・文化の情報発信拠点施設として、また調査・研究の拠点施設として、文化財活用センターの果たす役割は大きい。

○町内に所在する文化財の調査・研究の成果を展示会の開催などを通じて、町の魅力を町内外に情報を発信することが重要である。

○町内の小学生から大人までを対象とした体験型の学習を通じて町の文化財に親しめるような企画を今後も実施して行くことが望まれる。


	基本方針
	Ⅴ 歴史的・文化的遺産を生かしたまちづくりを推進します。

	施策目標
	13 歴史的・文化的遺産の調査研究、保存、整備活用をすすめます。

	取組みの柱
	３ 史跡の保存・整備・活用の推進

	事務事業
	○史跡中宮寺跡の整備

○史跡中宮寺跡整備検討委員会の運営

	事業の概要

現状又は実績等
	○史跡中宮寺跡の整備

　史跡公園として整備するため、平成25年度より整備工事を実施しており、平成27年度は、塔及び金堂基壇の遺構整備、盛土工事、雨水排水工事などを実施した。

○史跡中宮寺跡整備検討委員会の運営

史跡中宮寺跡の整備事業に対して、各専門分野からの指導を得ることを目的とした整備検討委員会については、平成27年度整備工事完了後の開催としたため、工事完了が年度末となることから、次年度に開催することとし開催しなかった。

	点検・評価
	○郷土の文化財は、町民の郷土意識（守り継承するなど）の醸成に不可欠である。また、当町の文化財は、斑鳩町を全国に発信する最大の手段でもある。

○文化財行政には多額の経費を要するが、当町にとって重要かつ必要な事業として今後も更に充実させていきたい。


むすびに

子どもたちに基礎的、基本的な知力や知識等を習得させ、思考力、判断力、表現力を養うとともに、主体性や個性を生かす教育を確立していくには、学習機会の確保と専門的かつ幅広く、また、地域の人々の協力等も得ながら取り組んでいく必要があります。
また、生涯学習や生涯スポーツ、歴史文化においても、多様化する価値観からニーズを的確に把握し、心身ともに健康で教養ある充実した日々を過ごすことができる行政サービスを提供していくことが必要です。
こうしたなか、施策の目標が妥当であるか、実施の過程が適切であるかなど、客観的・実証的に検証することは教育行政を推進していくうえで大変重要なことであります。教育行政の取組みには、その進捗状況等を短期間に、また数値で表すことが難しいものも多くありますが、その成果が教育理念や教育方針に寄与したのかを振り返り、次のステップに移していくことが、よりよい教育行政をめざす方策であることは言うまでもありません。

平成２８年２月４日には、斑鳩町教育に関する大綱が策定され、教育理念を「育てよう和の心」とし、さらに三つの理念が掲げられました。これにより、斑鳩町と斑鳩町教育委員会がめざす将来像がより明確になり、ともに一つの目標に向かって教育行政を推進できるものと考えております。今後、さらに具体的な指標等を用い、施策のあり方を含めた検証を行いながら、よりきめ細かな魅力ある事業を展開してまいります。
関連資料
地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和三十一年法律第百六十二号）（抄）

(事務の委任等)

第二十五条　教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、その権限に属する事務の一部を教育長に委任し、又は教育長をして臨時に代理させることができる。

２　前項の規定にかかわらず、次に掲げる事務は、教育長に委任することができない。

一　教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。

二　教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。

三　教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の設置及び廃止に関すること。

四　教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免その他の人事に関すること。

五　次条の規定による点検及び評価に関すること。

六　第二十七条及び第二十九条に規定する意見の申出に関すること。

３　教育長は、教育委員会規則で定めるところにより、第一項の規定により委任された事務又は臨時に代理した事務の管理及び執行の状況を教育委員会に報告しなければならない。

４　教育長は、第一項の規定により委任された事務その他その権限に属する事務の一部を事務局の職員若しくは教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員（以下この項及び次条第一項において「事務局職員等」という。）に委任し、又は事務局職員等をして臨時に代理させることができる。

 (教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等)

第二十六条　教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。

２　教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。

（平成２７年４月１日改正法施行）
